
福岡市医師会 定例記者会見資料

NO ご質問 回答

2
・市医師会としての取り組み(自宅療養者への対応など)

　について教えてください。

3
・海外等ではワクチン接種義務化の流れもあるが、

　どう考えているか。

5
・市内でオミクロン株陽性者の診察が進んでいれば、

　そこから見える症状の特徴は？

6 ・コロナ経口薬の使用実績と効果。

　 令和4年2月2日

ご質問と回答

1

・県内の新型コロナウイルスをめぐる情勢について

・｢第6波｣の見通しについて教えてください。

・オミクロン型のブレイクスルー感染の割合。

・コロナ第６波への対応をどうお考えでしょうか

　オミクロン株は重症化率の低さも言われていますが、

　これまでの対応と変えることはありますか。 　2.総論

　　福岡市感染症概況等

　　…スライド資料の中で

　　　お伝え致します。

※ご質問に対する回答は定例記者会見時点での内容です。今後の感染状況等により内容が変更になる場合があります。

4

・新型コロナの市内の感染状況や医療機関の状況

・コロナ感染者の急増を受け、医療受け⼊れ体制は

　どのような状況か？

・医療従事者のひっ迫が懸念されるか否か。

　またそれを示す指標を教えてください。
　4.質疑応答

　　…質疑応答にて

　　　お伝え致します。



一般社団法人福岡市医師会

定 例 記 者 会 見

令和４年２月２日(水)１３時３０分

一般社団法人福岡市医師会

福岡市医師会常任理事平川勝之



１．報道機関からのご質問

一般社団法人福岡市医師会

＜医療提供体制＞

１．新型コロナの市内の感染状況や

医療機関の状況

２．コロナ感染者の急増を受け、医療受け入れ

体制はどのような状況か？

３．医療従事者のひっ迫が懸念されるか否か。

またそれを示す指標を教えてください。



２．重症度別入院者数

一般社団法人福岡市医師会

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/154248.pdf

出典：福岡県「県内における新型コロナウイルス感染症の感染状況等について」

1月31日現在
入院 812名
宿泊療養 1019名
自宅療養 38968名



３．病床使用率・重症病床使用率

一般社団法人福岡市医師会

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/154248.pdf

出典：福岡県「県内における新型コロナウイルス感染症の感染状況等について」

2月1日現在
福岡県病床稼働率 50.0%
福岡地域病床稼働率 78.0%

(即応病床) 89.0%



４．報道機関からのご質問

一般社団法人福岡市医師会

＜診療現場から＞

１．市内でオミクロン株陽性者の診察が

進んでいれば、そこからえる症状の

特徴は？

２．コロナ経口薬の使用実績と効果



５．経口治療薬について

一般社団法人福岡市医師会

モルヌピラビル
（メルク社）

ニルマトレルビル･リトナビル
（ファイザー社）

効果 入院や死亡リスク３割減 入院や死亡リスク９割減

対象年齢
（体重）

１８歳以上 １２歳以上（４０㎏以上）

使用時期 発症から５日以内

対象症状 重症化リスクのある軽症から中等症の患者

運用時期
令和３年１２月２４日

特例承認
令和４年２月中の実用化
を目指す（政府方針）
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